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より正確な景気判断のための経済統計の改善に関する研究会報告（骨子案） 

 
 
１． より正確な景気判断のための GDP 統計を軸とした統計の改善 

※ 詳細は（別添）「ＧＤＰ統計を軸とした経済統計改善の取組方針」を参照。 

（１）経済社会構造変化の統計への的確な反映 

① 高齢化の進展、世帯構造や働き方の多様化への対応 

② 多様なサービスの生産・消費活動の把握 

 
（２）ＧＤＰ統計の精度向上及び利便性の改善に向けた取組 
 

２．新たなデータ源の活用 

（１）景気動向把握におけるビッグデータの活用 
① 早期かつ精緻な景気動向把握に資するビッグデータの活用の推進 
② ビッグデータ活用に関する環境・体制整備等の課題 

 
（２）景気動向把握における行政記録情報等の活用 
① 行政記録情報の景気動向把握等への活用 
② 行政記録情報や法人番号等の活用による政府統計の精度向上 
③ 行政手続きそのものを含めた行政記録情報の電子化の徹底 

 

３．統計利用者の利便性の向上 

（１）公表の早期化 
（２）地域区分のあり方 

 
４．統計改善のための体制の強化 

① 統計改善のためのＰＤＣＡサイクルの確立 
② 統計のリソースの強化 
③ 統計調査における電子化の徹底 

 
（別添）ＧＤＰ統計を軸とした経済統計改善の取組方針 


